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Abstract Like Thomas Middleton's The Witch (written ?1615-16), Sir Thomas Overbury, A

Tragedy (performed 1723) by Richard Savage presents us with a drama about the
crime leading to the death of the title character, a courtier during the reign of King
James I. Although the Savage expert Clarence Tracy does not refer to The Witch,
we can surmise that Savage read it and was not a little influenced by it. Based
upon this assumption, I will attempt to analyse Savage's work in the context of its
historical background and Middleton's play. The topic of black magic, which was
practiced in the Stuart Age and formed the backdrop to The Witch, is avoided
completely in Sir Thomas Overbury. Savage created seven main characters, two of
whom - Isabella and Cleora - are not based on people who actually existed. Act I
features several diversions from the facts of the incident as presented in historical
records. In the play, Frances becomes angry because Overbury rejects her
advance. In reality, however, she cherished a lasting dislike of him as a result of
his attempts to dissuade the Earl of Somerset, his patron and friend, from marrying
her. Both Middleton and Savage make use of the Biblical teaching onmarriage:
`What therefore God has joined together, let not man put asunder.' (Matthew, 19:
6). In The Witch, Hecate says, `We cannot disjoin wedlocks; 'Tis of heaven's
fasting.' (I, ii, 170-71) when Sebastian asks her to sever the relationship between
Isabella and Antonio. However, the Earl of Northampton applies the words in a
more self-righteous manner to the situation of Somerset, who has married Frances
and does not want Overbury to disrupt his new life. In fact, we could well say that
Somerset's downfall is inevitable once he marries Frances, a woman who `is put
away from her husband.' (Luke, 16: 18) In Act II, Cleora functions as something of
a right-hand woman for Frances, reminiscent of Mrs Turner, whose assistance
Frances required in plotting against the Earl of Essex and Overbury. In it, however,
Cleora is a sympathetic character who helps Isabella to overcome various
difficulties. Both Francisca in The Witch and Frances in Savage's play invent lies in
order to cause harm to such virtuous characters as Isabella and Overbury, and to
present their own ignominious acts in the best possible light. In Act III, Overbury is
arrested and is told that he will be conveyed to the Tower of London on the charge
of insulting the King by rejecting an appointment to the position of Ambassador to
Russia - an appointment that had been engineered by Northampton, who was
anxious to remove him from the country. According to historical documents, the
position may actually have been Ambassador to France, but it is certainly true that
he was jailed for disobeying the King's orders. The events depicted in Act IV are
entirely the product of Savage's imagination. Frances desires the release of
Overbury and, accompanied by Cleora, visits him in the Tower with the intention of
doing her utmost to seduce him. Somerset, her husband, discovers her in the
Tower and the truth emerges that the whole debacle was of her own devising.



Mistaking him forOverbury, Northampton draws his sword upon Somerset and
makes an abortive attempt to kill him. The greater part of Act V, which is also not
based on actual events, depicts Somerset's repentance for his part in Overbury's
suffering and his reconciliation with him. In the final moments of the play, Isabella
informs Overbury of the special pardon granted him by the King, but he meets his
death after drinking the poisoned wine sent to him by Frances. Middleton's The
Witch commences with the marriage of Antonio, a character based on the Earl of
Essex, and Isabella, who is partly modeled on Frances. It ends with the wedding of
Sebastian, reminiscent of Somerset, and Isabella. On the other hand, Savage's
play begins with the marriage of Somerset and Frances just after her divorce from
the Earl of Essex. It depicts Overbury's imprisonment subsequent to his quarrel
with Somerset, culminating in his murder in the final scene. It is evident that
Savage has provided us with a sequel to the story Middleton dramatized about a
crime of the Jacobean era previously. It is most noteworthy that both playwrights
have contrived frequently to put the word `wrong' or its variant forms in the mouths
of the characters. Moreover, in both works the name 'Isabella' is used, the
character playing an important role as a heroine in both. In addition, we can detect
a number of scenes where Savage echoes Middleton, who employs artistic license
for effect in changing the historical facts drastically. The difference between the two
plays is that Middleton presents us with a satirical picture of the society of his age
in which there are no characters we can identify with, whereas Savage creates an
emotional drama of love and friendship in which we sympathize with such
sympathetic characters as Overbury and Isabella.
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      リチ ャ ー ド ・サ ヴ ェ ジ
r悲 劇 サ ー ・トマ ス ・オ ー ヴ ァベ リー 』

史実の変容、並びにミドル トン 『魔女』との比較一

広 本 勝 也

序

 リチ ャー ド ・サ ヴ ェ ジ(Richard Savage， c.1697-1743)の 作 品 『悲 劇 サ

ー ・トマ ス ・オ ー ヴ ァ ベ リー 』(Sir Thomas Overbury
， A Tragedy， 初 演1723，

出 版1724)は ， トマ ス ・ミ ドル トン(Thomas Middleton，1580-1627)の

『魔 女 』(The w伽ch，執 筆?1615-16)と 同 じ よ う に ， 国 王 ジ ェー ム ズ1世 時

代 の 廷 臣 オ ー ヴ ァベ リー(Sir Thomas Overbury，1581-1613)の 死 に関 連

す る 忌 ま わ し い犯 罪 を題 材 と して 用 い て い る。

 オ ー ヴ ァベ リー は ， 国 王 の 寵 臣 ロ チ ェ ス タ ー 子 爵(の ち サ マ セ ッ ト伯)

ロバ ー ト ・カ ー(Robert Carr， Viscount of Rochester， c.1586-1645)の 親

友 だ っ た 。 二 人 の 仲 が 悪 くな っ た の は ， オ ー ヴ ァベ リー が エ セ ッ ク ス 伯 の

元 夫 人 フ ラ ンセ ス(Frances Howard， c.1593-1632)と カ ー の 結 婚 を止 め

さ せ よ う と した こ と に帰 因 す る 。 当時 ， フ ラ ンセ ス とエ セ ッ ク ス 伯 の 離 婚

が 正 式 に認 め られ た の を機 に ， カ ー は フ ラ ン セ ス と の 結 婚 を 望 ん で い た 。

しか し ， オ ー ヴ ァベ リー は 彼 女 の 性 格 をよ く見 抜 い て お り， 友 人 が 彼 女 と

結 婚 す る こ と に反 対 した の で あ る 。 ハ ワー ド家 が カ トリ ック 寄 りで あ る の

に 対 して ， オ ー ヴ ァベ リー は プ ロテ ス タ ン トで あ り， 両 者 は も とか ら相 容

れ な い 関 係 だ っ た 。 が ， フ ラ ンセ ス は 彼 が 自分 を貶 め ， 結 婚 を妨 げ よ う と

した こ と に対 して 怒 りを 募 らせ ， 以 前 に も ま して 彼 を憎 む よ う に な っ た 。

そ して ，フ ラ ンセ ス と カ ー は ，彼 を ロ ン ドン塔 に閉 じ込 め る こ と に成 功 し ，
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牢 獄 の長 官 代 理 に 監 視 さ れ て い た に も か か わ らず ， 毒 薬 入 りの 飲 食 物 を彼

に差 し入 れ て ， 徐 々 にそ の健 康 を蝕 んで い った の で あ る 。

 ス チ ュ ア ー ト朝 にお け る き わ め て 複 雑 怪 奇 な こ の事 件 を古 典 主 義 時 代 に

特 有 の簡 潔 で 均 斉 の取 れ た 劇 作 品 に縮 約 す る こ とが ， 作 者 サ ヴ ェ ジ の 執 筆

の 動 機 だ っ た 。そ のた め 彼 は 歴 史 上 の 出 来 事 を 忠 実 に 再 現 す る の で は な く，

被 疑 者 た ち が 黒 魔 術 に よ って 害 悪 を及 ぼ した と され る 挿 話 な ど， 余 剰 な 部

分 を大 幅 に省 き ， 主 要 人 物 を7人 に限 定 して い る 。 ま た ， あ ま りに も膨 大

で 散 漫 な 資 料 に 一 定 の 枠 を与 え る た め ， 歴 史 的 に は存 在 しな い 人 物 や 劇 的

な 葛 藤 を 作 り出 し た 。 イ ザ ベ ラ(Isabella)や ク レ オ ラ(Cleora)な ど は ，

架 空 の 産 物 で あ る 。 劇 の 中 で ， 前 者 は サ マ セ ッ ト伯(Earl of Somerset)

を後 見 人 とす る 孤 児 ， 後 者 は ， 「サ マ セ ッ ト伯 夫 人 の 腹 心 の 友 だ が ， 密 か

に イ ザ ベ ラ の 親 友 」(`confident to the Countess of Somerset， secretly a

friend to Isabella')と な って い る 。 そ して サ マ セ ッ トが オ ー ヴ ァベ リー へ

の 友 情 と妻 へ の 愛 の 間 で 苦 しん だ と い うの も ，実 情 と は 異 な って い る 。が ，

サ ヴ ェ ジ は 奔 放 な 想 像 力 を 自在 に駆 使 し， サ ミ ェル ・ジ ョ ン ソ ン がrリ チ

ャー ド ・サ ヴ ェ ジ の 生 涯 』(The Life ofRichard Savage，1744)の な か で 「舞

台 で 上 演 に 適 す る物 語 」(`aStory well adapted to the Stage，'p.21)と 評 し

た 愛 と友 情 の ドラマ と し て ， この 作 品 を 組 み 立 て た の で あ る。

 1723年6月12日 ， こ の劇 が ドル ー リー ・レ ー ンで 上 演 さ れ た と き ， サ

ヴ ェ ジ は 俳 優 と して ， 自 ら主 役 オ ー ヴ ァベ リー を演 じた 。 が ， 彼 は公 演 に

先 立 っ て ， 二 人 の 人 物 か ら支 援 を受 け た こ と を 認 め て い る 。 一 人 は シオ フ

ィ ラ ス ・シ バ ー(Theophilius Cibber)で ， も う 一 人 は エ ア ロ ン ・ヒル

(Aaron Hill)だ っ た 。 シバ ー は 俳 優 で ， 劇 の稽 古 の監 督 や 上 演 の た め の演

出 を 引 き 受 けた だ け で な く， 本 文 の校 訂 も 施 した ら し く， この こ とで は ，

後 日， 作 者 は不 満 を洩 ら して い る 。 ま た ヒル に つ い て は ， サ ヴ ェ ジ が 彼 に

「汚 れ た 鉛 や 真 鍮 を ， 直 ち に 無 垢 の 黄 金 に 」 変 え て くれ る よ う に 草 稿 を送

っ た の で あ る。 ヒル が 多 く の 箇 所 を修 正 し て送 り返 した と こ ろ， サ ヴ ェ ジ

は 自分 の 作 品 が あ ま り良 く な っ た と は 思 え な か った 。 そ こで 彼 は ， ヒル の
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感 情 を 害 しな い よ う に 気 を付 け な が ら， 訂 正 に 従 わ な い こ と に して ， 元 の

ま ま に して お い た と こ ろ も あ っ た と い う。

 本 稿 で は ，サ ヴ ェ ジ が オ ー ヴ ァ ベ リー の死 後 百 年 余 りを 経 て ， ど の よ う

な 構 想 の も と に 史 実 を 脚 色 し て い る か ， ま た ミ ドル トン の 作 品 と ど の よ う

な 類 似 や 違 い が 見 られ る か に つ い て 検 討 して み た い と 思 う 。 サ ヴ ェ ジ の

研 究 家 ク ラ レ ンス ・ トレー シ ー(Clarence Tracy)は ， r作 為 の 私 生 児 一 リ

チ ャ ー ド ・サ ヴ ェ ジ の 生涯 』(The Artificial Bastard：ABiography of Richard

Savage，1953)の な か で ， こ の 劇 の 材 原 と し て ， ウ ィ リア ム ・ハ ウ エ ル

(William Howel)や ロー レ ンス ・エ カ ー ド(Laurence Echard)ほ か の 資

料 を 挙 げ て い る が(p.49)， ミ ドル ト ンの 『魔 女 』 に つ い て は 言 及 し て い

な い 。 しか し， ミ ドル トン と 同 じ く ， サ ヴ ェ ジ の こ の作 品 で も，`wrong'

や`wrong'を 語 幹 とす る 単 語 や 辞 句 が 頻 繁 に用 い られ て お り ， 両 者 の 間 に

影 響 関 係 が 存 在 す る と 思 わ れ る 。 ミ ドル トン で は ， 作 中 人 物 の台 詞 の 中 で

「不 当 に扱 う 」(`to do injustice，'`to unjustly deal with')な ど を 意 味 す る 動

詞 の`wrong'が 何 度 も用 い られ て お り， サ ヴ ェ ジ で も こ れ と似 た よ う な 使

い方 が 少 な く な い の で あ る 。(な お ， 以 下 の 引 用 箇 所 に お け る 下 線 は ， 筆

者 に よ る も ので あ る 。)

1

(1)

 サ ヴ ェ ジ に よ る 悲 劇 の 舞 台 は ロ ン ドン で あ る 。 ノ ー サ ン プ トン 伯

(Henry Howard， lst Earl of Northampton，1540-1614)， サ マ セ ッ ト伯 ， サ

ー ・ トマ ス ・オ ー ヴ ァ ベ リー
， サ ー ・ジ ャ ー ヴ ァ ス ・エ ル ウ ェ ズ(Sir

Gervas Elloways， す な わ ちSir Gervase Elwes，1561-1615)， フ ラ ンセ ス ・

ハ ワー ドな どが 実 名 で 出 て く る 。人 物 の リス トの な か で ，フ ラ ンセ ス に は ，

「ノー サ ン プ トン 伯 の 姪 で ， エ セ ッ ク ス 伯 夫 人 だ っ た が ， 同 伯 と離 婚 し ，

サ マ セ ッ ト伯 と再 婚 し た ば か りで あ る 」 と の 説 明 が あ る。 さ ら に ， 先 述 の
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二 人 一 イ ザ ベ ラ と ク レ オ ラ の ほ か ， 役 人(Officer)， 看 守(guards)， 従

者(attendants)な どが 登 場 す る 。

 1幕1場 は ， ノ ー サ ンプ トン伯 とエ ル ウ ェ ズ の 交 わ す 噂 話 で 始 ま る 。 ノ

ー サ ン プ トン伯 は
， エ セ ッ ク ス 伯 夫 人 だ っ た フ ラ ンセ ス が サ マ セ ッ ト伯 と

再 婚 した こ と を 喜 び ， 「彼 女 の 美 し い姿 は 不 毛 の影 を 逃 れ ， 愛 の 熱 情 に よ

る 繁 栄 へ 移 っ た 」 と い う。

 フ ラ ンセ ス は輝 く ば か りの 美 貌 の 持 ち 主 だ が ， 男 勝 り の 大 胆 な と こ ろが

あ る 。 この 結 婚 に 反 対 して い た オ ー ヴ ァベ リー は ， ノー サ ン プ トン 伯 の 敵

で あ る。 イ ザ ベ ラ は オ ー ヴ ァ ベ リー を愛 して い る が ， ノー サ ン プ トン伯 が

横 恋 慕 して い る 。 彼 女 の 父 親 は エ リザ ベ ス 女 王 の 寵 愛 を受 け て い た が ， 時

代 の 変 化 と共 に対 立 す る 勢 力 に排 斥 され ， ス コ ッ トラ ン ドに 流 謫 の 身 と な

っ て 失 意 の うち に果 て た 一 な ど の こ と が 語 られ る 。

 ロ ン ドン塔 長 官 代 理 ウ ェイ ド(`Wade， the lieutenant of the Tower's')の

更 迭 が 決 ま り， ノー サ ン プ トン伯 は ， そ の 後 釜 にエ ル ウ ェ ズ が 就 くよ う に

取 り計 ら うつ も りで あ る 。 そ れ は オ ー ヴ ァ ベ リー を 陥 れ る た め の 布 石 に な

る の だ っ た 。

 そ こヘ サ マ セ ッ ト伯 夫 人 フ ラ ンセ ス が 現 わ れ る。 夫 は初 夜 を過 ご した ば

か りな の に， 朝 早 く起 き て 出 掛 け て しま っ た が ， 何 が 夫 の 心 を 占 め て い る

の か ， と彼 女 は気 遣 う。 厂わ た し た ち の 共 通 の 敵 オ ー ヴ ァベ リー が ， サ マ

セ ッ トの 心 を落 ち 着 か な く さ せ て い る の で す 」 と ノ ー サ ンプ トン は 説 き明

か す 。

 「わ た し は不 当 に扱 わ れ た 女 で す 。 女 は 傷 つ け られ る と， 火 の よ う に燃

え 上 が り， か 弱 さ は 激 し い怒 りに な りま す 。 思 考 は ， 復 讐 と破 壊 に 息 づ く

の で す 」(`Iam a woman!nay， a woman wrong'd!1And when our sex，

from injuries take fire，/Our softness turns to fury!  and our thoughts/

Breathe vengeance and destruction!')と フ ラ ン セ ス は答 え た あ と， 意 想 外

な こ と を言 う。
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 「わ た しは サ マ セ ッ トを愛 した わ け で は な く ， 利 益 と 野 心 の た め に 一 緒

に な る こ と に した の で す 。 わ た しが 本 当 に愛 して い た の は ， オ ー ヴ ァベ リ

ー
。 わ た し は 彼 に 思 い の 丈 を打 ち 明 け る 手 紙 を した た め た こ と も あ りま

す 。」

 「何 とか し て そ の 手 紙 を 取 り戻 す の だ 。 軽 ん じ ら れ た 愛 に 対 す る 復 讐 は ，

冷 静 に進 め な けれ ば な らな い 。」

 サ マ セ ッ ト伯 が 登 場 。 新 妻 を 得 て ， 天 に も 昇 る 喜 び の 心 境 を語 る 。 が ，

オ ー ヴ ァベ リー の 話 題 に な る と ， ノ ー サ ン プ トン は ， 「オ ー ヴ ァベ リー は

永 く続 く 友 情 の 相 手 と して は ， 欠 点 の 多 い 精 神 の 持 ち 主 で す 」 と非 難 す

る 。

「そ れ は ，彼 に対 す る あ ま りに も不 当 な 評 価 だ 」(Greatly you鯉1g him!)

とサ マ セ ッ トは 応 じる 。 「彼 ほ ど気 高 い 友 は い ませ ん 。」

 「結 婚 の 喜 び を オ ー ヴ ァベ リー が 妨 げ て い る の に? 天 と愛 が 結 ん だ 絆

を ほ ど い て は な りま せ ん 。」

 「サ マ セ ッ トを ご存 じな い か らそ ん な こ とが 言 え る の で す 。 あ な た は よ

く考 え も しな い で ， わ た し を誤 解 して お られ る 。」(Know you， my lord， so

little then of Somerset，/That you can wrong him with so poor a thought?)

 ノーサ ンプ トンが退出し，オーヴァベ リーが入ってくる。サマセッ トは

喜んで彼を迎える。

 「例の元エセックス伯夫人は，まだきみの心をとりこにしているのかね」

とさっそくオーヴァベリーが尋ねる。「確かにフランセスは美 しい。咲き

初 め た ば か りの花 の よ うな 美 しさ だ が ， そ の花 の茎 に は ， 毒 蛇

(poisonous adders)が 潜んでいる。そして，摘み取ろうとする者 を傷つけ

る茨を持っている。」

 これに対 して，サマセッ トは不興を感 じずにはいられない。

 「フランセスの真価 を損な う，ひどい言 い方だ」(Cruel report， I know，

鯉her worth!)「 嫉妬が美 しい果実を虫食んで，美徳の翼 に毒を
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撒 き 散 らす 」(Envy still feeds upon the fairest fruit，!And spreads its poison

on the wings of virtue；)と サ マ セ ッ トは や り返 す 。 「あ の 女 の こ と は ， よ

く 分 か っ て い る 。 前 の 夫 エ ッ セ ク ッ ス 伯 は 裁 判 で ひ ど い 目 に 合 っ た(Her

trial with h一 ， Essex!)。 彼 女 が い いか げ ん な 理 屈 を こ

ね て 離 婚 を望 ん だ た め に 」 とオ ー ヴ ァベ リー は 反 論 す る 。

 こ こ で サ マ セ ッ トは ， 「フ ラ ンセ ス は ， わ た し の 妻 な ん だ 」 と彼 女 と 正

式 に 結 婚 した こ と を初 め て 明 らか に す る。

 「そ れ で は ， 我 々 の 同 盟 関 係 も ， これ で 終 わ りだ 」 と ， オ ー ヴ ァベ リー

は退 く。

(2)

 以上が1幕 の概略であるが，フランセス，ノーサンプ トン伯，オーヴァ

ベ リー，サマセッ ト伯一 当時，実際の称号はロチェスター子爵一 など，

主要な人物が皆，`wrong'と いうことばを用いている。 まずフランセスは

オーヴァベ リーに恋情を抱いたのに，拒否された ことで傷つき，「不当に

扱われた」 と憤る。またサマセッ トはノーサンプ トンが，オーヴァベリー

との付き合いを止めさせようとしたことに対して，彼や 自分に対する認識

が不充分で 「不当な評価」だ，と反発する。さらにオーヴァベリーがフラ

ンセスの性格や行状を非難すると，サマセ ッ トは 「その見方は間違ってい

る」 と言い返す。 しかしオー ヴァベリーはサマセ ッ トに，エセ ックス伯に

対するフランセスの離婚訴訟が 「間違っていたのだ」と譲らない。サマセ

ッ トはフランセスへの愛情 とオーヴァベ リーへの友情の問で気持ちを引き

裂かれ，心の苦 しみを押さえられなくなる。

 作者サヴェジは劇の構想に従 って，史話を作 り変えてお り，登場人物に

実名を用いながら，各人物に対する自分の解釈や想像上の出来事 を付け加

え，虚構としてのこの劇の性格を明確にしている。例えば，ロンドン塔の

長官代理がウェイ ドか らエルウェズに更迭される話が1幕 に出て くるが，
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歴史的には，これはオーヴァベリーが幽閉されてか らのことで，サヴェジ

は作品のなかでその時期 を実際の日時よりも早めている。

 ノーサ ンプ トン伯に関しては，彼はフランセスの叔父ではなく，彼女の

父サフォーク伯 トマス ・ハ ワー ドの叔父なので，フランセスにとっては大

叔父ということになる。つま り，フランセスはノーサ ンプ トン伯にとって

姪ではな く，同伯の甥の姪である。彼がフランセスに，オーヴァベリー宛

ての艶書を取 り戻すように忠告する箇所がある。フランセスはエセックス

伯との離婚をめ ぐり，呪術師サイモン ・フォーマンに助言を求めて手紙の

や り取 りをした ことがあった。 ノーサンプ トン伯はこれを取 り返すために

奔走した らしく，このことが作品に取 り入れられているのであろう。

 同伯とオーヴァベリーが恋の鞘当をしたというのも，作者が勝手な想像

で作 り上げたことであるが，既述のように二人が対立関係にあったことは

事実である。しか し，オーヴ ァベリーを罠に掛ける彼のや り方 は，サヴェ

ジの作品に見 られるよ りももっと巧妙だった。サマセ ットがフランセスの

ことで，オーヴァベリー と口論 した後，ノーサ ンプ トンは，ひとまずサマ

セットにオーヴァベリー と表面的には和解することを勧めた。オーヴァベ

リーをロンドン塔に送 り込む口実を見つけて，それから殺害すればいいと

いう方針だった。

 作中，オーヴァベリーはサマセッ ト伯の将来を思って，フランセスとの

関係を絶つように勧めている。実際のところ，オーヴァベ リーは友人ロバ

ー ト・カーが，フランセスと恋愛関係にある間は，異を唱えるどころか，

む しろそれを面白がって，恋文を書くのを手伝ったほどである。が，結婚

には強く反対 した。フランセス との結婚が，カーにとって昇進 の妨げにな

り，身の破滅になると考 え，「高慢でふ しだらな悪評高 い女のために， こ

れから期待できる名誉，地位，収入などの機会を捨てることはない」と警

告 した。彼はすでに婚前に結ばれたカーとフランセスの関係についても，

「フランセスは夫 を裏切ったのだか ら，きみが彼女 と結婚した後，同じこ

とが起 こるか もしれない」と言って，「あの女は売春婦(strumpet)で ，
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母 親 た ち は女 衒(bawds)だ 」 とさ え極 言 し た 。 フ ラ ン セ ス は ， 初 め か ら

'オ ー ヴ ァベ リー を嫌 っ て いた が
， この こ とが 耳 に 入 り， 彼 に対 し て い っそ

う激 し い憎 しみ と復 讐 心 を抱 くよ う に な っ た の で あ る。

 この よ うな 事 実 に反 して ， サ ヴ ェ ジ は ， オ ー ヴ ァ ベ リー を フ ラ ン セ ス が

心 ひ そ か に 愛 して いた 人 物 に して い るが ， これ な ど も 記 録 に は な い 要 素 を

導 入 に して ，ス トー リー の 展 開 を 面 白 く しよ う とす る 試 み で あ ろ う 。ま た ，

フ ラ ン セ ス が 法 律 上 ， 夫 エ セ ッ ク ス 伯 と の 離 婚 を 認 め られ た の は1613年

9月25日 で ， オ ー ヴ ァベ リー の 死 後 の こ と で あ る 。 同 年11月3日 ， カ ー

は 「サ マ セ ッ ト伯 」(Earl of Somerset)の 爵 位 を与 え られ ，12月26日 ，

フ ラ ンセ ス と正 式 に 結 婚 した 。

 そ の ほ か 注 目 した い の は ， ノ ー サ ン プ トン 伯 が サ マ セ ッ トに ， 「結 婚 と

い う天 と愛 が 結 ん だ 絆 を ほ ど い て は な らな い 」(`Let not...1Nor break

the bands which heaven and love have made.'p.126)と ， 聖 書 の こ と ば

(「マ タ イ 伝 」19章6節)を 下 敷 き に教 え さ と す 箇 所 で あ る 。 彼 の 言 辞 は

フ ラ ンセ ス とサ マ セ ッ トの再 婚 を 指 し て お り， オ ー ヴ ァ ベ リー に新 婚 生 活

を 掻 き乱 され さ れ な い よ う に ， そ の 絆 を 大 切 に す る よ う に と い う 助 言 で あ

る 。 しか し， フ ラ ンセ ス が エ セ ッ クス 伯 と の 結 婚 の 絆 を 断 ち 切 っ て ， サ マ

セ ッ トと`illicit'な関係 を結 ん だ 後 で ， 法 的 に 結 婚 を 認 め られ た と い う経 緯

を考 え る と， ノ ー サ ン プ トン の こ と ば は 説 得 力 を 欠 い て い る 。 ま た ， 彼 の

勧 め は ミ ドル トン の 魔 女 ヘ カ テ の 台 詞(`We cannot disjoin wedlocks；'Tis

of heaven's fastening.'1， ii，170-71)を 反 響 さ せ て い るが ， ヘ カ テ が 真 実 を

語 っ て い る の に 対 して ， ノー サ ンプ トンの 方 は ， サ マ セ ッ トの 行 為 を都 合

よ く正 当化 す る た め に 聖 書 を 引 き 合 い に 出 す と い う偽 善 的 な 態 度 を 示 して

い る 。
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II

(1)

 2幕1場 では，まずイザベラとクレオラが登場する。

 「フランセスは，愛が報われなかった ことを逆恨み して，何か企むかも

しれませんが，すべて胸中の秘密をわたしに打ち明けています」 とクレオ

ラは，心配そ うなイザベラをなだめる。イザベラとクレオラは親友 同士だ

ったが，イザベラの父親の死後，ずっと会っていなかった。けれ ども，ク

レオラは花嫁フランセスの小間使いとして，サマセ ット伯の屋敷にやって

来て，再びイザベラに会う機会を得たのだった。

 「昨夜，悪い夢を見ました。わた したちの愛が，新婚の儀式に落ち着 く

ものと思っていたのに。式の最中，司牧者の前に雲が低く垂れ込めてきて，

雷雨とともに演壇は真っ二つ，墓場から蒼ざめた亡霊が出てきたの」とイ

ザベラは憂わしげである。

 「そんな夢のことなど忘れて。ほ ら，オーヴァベリーさんがお見えです

よ」とクレオラは励ます。

 イザベラとオーヴァベ リーが互 いに愛 を確認することばを交わ し得たの

も束の間，オーヴァベ リーの敵 ノーサンプ トン伯がやって来る。

 ノーサ ンプ トンはイザベラに言 い寄るが，相手にされない。オーヴァベ

リーはノーサ ンプ トンに喧嘩 を売 られ，怒 りのことばを投 げ返 したあと，

イザベラと共に立ち去る。

 ひ とり残された ノーサ ンプ トンは，「呪い，魔術，毒薬 によってでも，

あいつを倒さねばならん」 と独語する。フランセスが現われ，ノーサ ンプ

トンと彼女は，早いうちにサマセットを巻き込んで，オーヴァベ リーを殺

らなければならない，と額 を寄せて相談する。

 ノーサンプ トンが去って，フランセスはサマセッ トに話 し掛 ける。「ど

うしてそんなにふさぎ込んでるの? 心配事があるのに話 さないなんて，
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わ た し を愛 して な い の ね 。」

 「お 前 を 愛 さ な い な ん て ， そ ん な こ とが あ る も の か 。 お 前 の き らき ら輝

く 目 で ， わ た しの 胸 中 を の ぞ き 見 る な ら， そ の 疑 い が 的 外 れ だ と分 か る だ

ろ う。」(There wou'dyou see how your suspicion wrongs me!)

 「あ な た は ，何 で もお 友 達 の い い な り。」

 「お友 達 って ， だ れ の こ とだ 。」

 「オ ー ヴ ァベ リー よ ， あ の 悪 党 。」

 「い い か げ ん な 悪 口は 止 せ 。」

 「い い か げ ん じゃ な い わ 。」

 「彼 が どん な こ と を し た っ て 言 う ん だ 。」

 「そ れ は 言 え な い わ 。 わ た し に も ，秘 密 は あ っ て い い は ず です も の 。」

 「いや ， そ い つ はお か し い。(Nay， this is wr：Ω㎎1) 彼 の こ とを 悪 し様 に

言 って ，そ の わ け を話 さな い な ん て 。」

 「だ っ て ， わ た し を 口説 こ う とす る ん で す も の 。」

 「そ ん な ば か な 。」

 「悪 い こ と を企 ん で お き な が ら，友 情 を装 っ て い られ る な ん て 。」

 さ らに フ ラ ン セ ス は ， オ ー ヴ ァベ リー が 無 理 や り情 を 交 わ そ う と し た な

ど と ，根 も 葉 もな い こ と を い う。

 「オー ヴ ァベ リー の こ とを 間 違 っ て 非 難 し な い よ うに 気 を つ け て くれ 」(I

charge thee do not tax him wrongfullX.)サ マ セ ッ トは ， あ ま りに も意 外 な

こ と を 聞 か さ れ 唖 然 とす る 。

 だ が ，サ マ セ ッ トは ， フ ラ ンセ ス が 誓 って 真 実 だ と い うの で ，彼 女 の こ

と ば を 信 じ る 。 「お ま え が わ た し の 信 頼 に つ け 込 む な ら ， 悲 し み が お ま え

の 美 貌 を影 らす こ と に な る 」(And[if you]wron my faith!may sorrow

blast thy beauties!)と 付 け加 え て 一 。

 ノーサ ンプ トンがやって来る。サマセッ トが，友情の誓いが破 られた こ

とを訴えると，ノーサ ンプ トンは 「あなたを傷つけたのは，誰なんですか」
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(...but who has wrong'd you?)と 尋 ね て ， 「オ ー ヴ ァベ リー の こ とな ら，

許 して や りな さ い 」 な ど と 心 に もな い こ と を い う 。 「あ な た も あ の 男 の た

め に そ う お っ し ゃ る の か 。 あ い つ は あ な た の 名 誉 を 傷 つ け た の で す よ 」

(he has wron'd thy name1!E'en to my ear has wrong'd it!)と サ マ セ ッ ト

は 反 発 す る が ， 「わ た し の 復 讐 は ， 卑 劣 な 仕 打 ち に 応 え る も の と な ろ う」

(Let my revenge， to match th'ungenerous wrong，)と 言 って ， ノー サ ン プ

トン の勧 め に従 う。

(2)

 以上の2幕 で，フランセスとノーサ ンプ トン伯による`massive fraud'が

進行 していく。このことと歴史 との関連，および先行作品であるミドル ト

ンによるr魔 女』との相似について触れておきたい。

 実在のフランセスはアン ・ターナーを腹心の友 として，二人が事件の首

謀者になったとされている。サヴェジの作品では，フランセスはクレアを

`right-hand woman'と しているが，クレアはターナー夫人 と違って，悪巧

みに加担することな く，清純な乙女イザベ ラに適切な情報 と助言 を与えて

彼女を励 ます。イザベラがクレアに 「オーヴァベ リーとの結婚が難しいこ

とを夢で告げられた」 と嘆く箇所があるが，ミドル トンの作品で，セバス

チャンが友人フェルナン ドに対 して，「イザベ ラとの愛の誓いが裏切 られ

た」 と訴える場面を思わせる。

 サヴェジの作品で，ノーサンプ トン伯はイザベ ラとオーヴァベリーの愛

を妨げている人物であ り，引用箇所に見 られるように，「呪い，魔術，毒

薬(oaths；amagic spell；poison)に よってでも，オーヴァベ リーを倒さね

ばな らん」とひとり言をいう。これはミドル トンの作品では，セバスチ ャ

ンがヘカテから魔法の呪符を得て，エッセクス伯 とイザベラの性的な関係

を阻止するために用いる手段である。

 フランセスはサマセットとオーヴァベ リーの仲を裂 くために，オーヴァ
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ベ リーが 自分に思 いを寄せている，などと嘘をっいて，彼を`victimize'し

ようとする。ミ ドル トンの劇では，フランシスカが自分の行状 を隠すため

に，イザベラを誹謗 し，妻が婚姻外の交渉をしているかのようにアントニ

オに訴える。両作品は心にやましいところのある者が，無垢の者に濡れ衣

を着せ，近親者の怒 りや嫉妬心を煽 って自分の罪 を免れようとすることで

共通 しているといえよう。

III

(1)

 3幕1場 で は ， ノー サ ン プ トン は フ ラ ン セ ス と会 っ て ， オ ー ヴ ァ ベ リー

を 陥 れ る た め の 策 略 を練 る 。 「イ ザ ベ ラ宛 て の オ ー ヴ ァベ リー の 恋 文 を手

に入 れ た けれ ど， 都 合 の い い こ と に 宛 名 が 書 い て な い 。 あ ん た 宛 て の 手 紙

だ とい って ， サ マ セ ッ トに見 せ る こ と に しよ う」 と ノ ー サ ン プ トン は 悪 知

恵 を働 か す 。

 フ ラ ンセ ス が 退 場 し， エ ル ウ ェ ズ が 登 場 。 エ ル ウ ェ ズ は ， サ マ セ ッ トた

ち の お か げ で ，ロ ン ドン塔 の 長 官 代 理 に就 任 す る こ と に決 ま った の で あ る 。

ノ ー サ ン プ トンは ， オ ー ヴ ァベ リー を ロ ン ドン塔 に 送 り込 ん だ あ と ， 暗 々

裏 に 毒殺 す る意 図 を エ ル ウ ェズ に 明 か す 。

 サ マ セ ッ トが 入 っ て くる 。 「友 達 を 失 う こ と は ， 一 方 の 眼 を 失 っ て ， 他

方 の 目が も は や 視 力 の 喜 び を 得 られ な い よ うな も の だ 」 とオ ー ヴ ァ ベ リー

と の友 情 の 喪 失 を 嘆 く。

 「彼 の ひ ど い 仕 打 ち に 対 す る 怒 りが あ な た の 弱 さ に ま さ っ て ， 考 え 直 さ

れ る と い い ん で す が 」(Methinks，your wrongs shou'd rise against your

weakness，1And sting you with reflection.)と ノ ー サ ン プ トン は答 え る 。

 次 い で ， ノ ー サ ン プ トン は イ ザ ベ ラ宛 て の オ ー ヴ ァ ベ リー の 手 紙 を ， フ

ラ ン セ ス 宛 の も の と偽 っ て ， サ マ セ ッ トに見 せ る 。

 「わ た し は ， な ん と い う あ き め く らだ っ た こ と か 」 とサ マ セ ッ トは絶 句
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す る 。

 「友 人 を 損 な う も の が ， 国 王 に 害 悪 を 与 え な い は ず が あ り ま せ ん 」

(Wou'd not he wrong his King who wron s his friends!)と ノー サ ン ブ トン

は強 調 す る。

 ノー サ ン プ トンが 退 出 し， オ ー ヴ ァベ リー が 登 場 す る 。

 サ マ セ ッ トは ， オ ー ヴ ァベ リー が ロ シ ア 大 使 に 任 じ られ た とい う 国 王 の

命 を 彼 に 伝 え る 。 だ が ，サ マ セ ッ トに は ， 苦 悩 の表 情 が 窺 わ れ る 。

 「顔 付 き が 本 心 を 偽 っ て い な い とす れ ば ， き み は動 揺 し て い る 」(If your

looks wrong you not， you are disorder'd!)。 オ ー ヴ ァベ リー はそ う言 っ て ，

大 使 の 役 を 引 き 受 けな い こ と にす る 。

 サマセッ トが去 り，フランセスが登場。

 「ひどい方。 どうしてわた しの情熱にこたえてくれなかったの」と彼女

はいきな りオーヴァベリーをなじる。

「それは，誤解です」(You wrong me， Madam)。 「ご好意は有 り難いと思

いましたが，そのことは隠しておきました。だか ら，そのために名誉が汚

されることはありません。あるとしたら，離婚問題が原因です」 とオーヴ

ァベリーは説いて聞かせる。

「とにかく手紙を返してちょうだい。」

 厂いわれるまでもな く，そうするつ もりで した。この通 り，お返 ししま

す。」フランセスはオーヴァベ リーの親切な行為に心 をうたれ，自責の念

に駆られるが，いままでの計画を断念するつもりはなかった。

 フランセスが退場。イザベラ，そ してエルウェズが登場。オーヴァベリ

ーは，国王の命令によ り，ロンドン塔に幽閉されると言い渡される。

(2)

以上の3幕 で，実話に基づ くエピソー ドは，オーヴ ァベリーが ロシア大
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使 の 役 職 を提 供 され る が ， そ れ を辞 退 した た め に 国 王 侮 辱 罪 が 適 用 さ れ ，

ロ ン ドン塔 に 閉 じ込 め られ る こ と で あ る 。 国 王 ジ ェ ー ム ズ の 王 室 調 度 課 お

よ び 調 理 課 に 勤 め た 官 吏 サ ー ・ア ン トニ ー ・ウ ェ ル ド ン(Sir Anthony

Wieldon，?一1649)は こ う記 述 して い る 。 「ノー サ ン プ トン伯 た ち の 計 画 で

は ， オ ー ヴ ァベ リー を フ ラ ンス に大 使 と して 送 る こ と だ っ た 。 彼 が そ れ に

従 え ば ， 目 の 上 の た ん 瘤 を取 り除 く こ とが で き る 。 従 わ な け れ ば ， 国 王 の

不 興 を買 い ， 投 獄 を 避 け られ ず ， そ れ で 友 人 の サ マ セ ッ トか ら 引 き 離 さ れ

る こ と に な る 。」 一 方 ， グ ロ ス タ ー の 司 教 ゴ ド フ リ ー ・グ ッ ド マ ン

(Godfrey Goodman，1583-1656)は ， 「わ た し の記 憶 で は ， フ ラ ンス で は

な く ， も っ と辺 鄙 な 土 地 だ っ た 」 と記 し て い る 。 ま た ， 好 古 家 の 文 人 サ

ー ・シモ ンズ ・デ ュ ー ズ(Sir Simonds D'Ewes
，1602-50)は ， 「ロ シ ア へ

の大 使 と して 派 遣 さ れ る こ とが 提 案 さ れ た 」 と い う。 と もか く ， オ ー ヴ ァ

ベ リー が 海 外 の ど こか の 国 の 大 使 と して 赴 任 を 要 請 さ れ た こ とは 確 か で あ

る。

 エセックス伯の秘書 を務めた詩人ヘンリー ・ウォッ トン(Sir Henry

Wotton，1568-1639)は ，サー ・エ ドモン ド・ベイコン宛ての手紙(1613

年4月22日)の なかで述べている。「昨夕6時 頃，サー ・トマス ・オーヴ

ァベリーが，1人 の行政官，2人 の看守に付 き添われ，会議室か らロン ド

ン塔に連行されて，そこで逮捕状によ り，厳重に看視される囚人として長

官代理に引き渡 されました。晴天の霹靂の ごとき突然の事件で，当人の地

位や人間関係を考えて，目撃者はびっくり仰天 しました。」(Rimbault， pp.

xlv-xlvi)

 サヴェジの劇で，サマセッ トは，フランセスや ノーサ ンプ トン伯の企ん

だ謀略の中で動いてお り，積極的に加担しているわけではないという印象

を与える。 これは歴史的な経緯 に沿っているようだが，ウォッ トンは書簡

の中で，次のように触れている。「この一連 の出来事 において，一つの大

きな主たる疑問があり，それが理解 し難いところです。すなわち，逮捕 ・

投獄はロチェスター卿[=サ マセッ ト伯】が関わる ことなく行われたのか ど
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うか，ということです。 この点，二つの異なった結論が生まれます。 とい

うのは，もしロチェスター卿の知 らないうちに行われたのな ら，卿自身の

衰え ・破滅が起こり得 るで しょう。もし卿が知っていたのな ら，何 らかの

納得のいく大きな償いが公にあるものと考え られ，世間はこのことを注視

しています。」(Rimbault， p. xlvii)

 劇の中では，サマセ ッ トはオーヴァベ リーに，妻 を非難されたことで感

情を害するが，彼との友情は保ち続けたいと思っている。そこで，オーヴ

ァベリーの投獄後，その焦点は，サマセッ トが友人の受けている苦痛をど

のように和 らげ，どのような 「償い」を与えるのか， ということになる。

また，フランセスも，本 当はオーヴァベ リーを愛 しているので，次幕に見

るように，自分の謀計ゆえに彼の落ち込んだ不幸な境遇を打開することで，

いままで彼に加えた悪い行為の償いをしたい，と思うようになる。

IV

(1)

 4幕 はロン ドン塔が舞台である。サマセ ッ ト伯夫妻が心を和 らげ，オー

ヴ ァベリーを助け出そ うとしている様子を見て，ノーサンプ トンはエルウ

ェズに彼の毒殺を早く実行するように命 じる。

 イザベラは，ロン ドン塔に閉じ込められたオーヴァベ リーを訪ねる。面

会を終えたところへ，クレオラが駆 けつける。「サマセ ット伯夫人が，オ

ーヴァベ リー様への手紙を私に託されました。」フランセスは，オーヴァ

ベ リーに仮病を装 うように勧め，脱獄の手筈 を整えているのだった。

 クレオラが退場。サマセッ トが入ってくる。イザベラは，ノーサンプ ト

ンやフランセスのために 「オーヴァベリーに危害が及ぶようなら一(そ

れを防 ぐ手立てを考えてください)」(lf Overbury wrong'd )と 訴える

が，サマセッ トは聞き入れない。そ こでイザベラは，フランセスの手紙 を

取 り出して見せる。「この手紙 は，お前が偽造 したものだ」とサマセッ ト
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は ， 信 用 しな い 。

 「誰 が 真 実 を語 っ て い る か は ， し ば ら く こ こ に 身 を 隠 し て お ら れ れ ば ，

分 か る で し ょ う」 と イ ザ ベ ラ は言 っ て 立 ち去 る 。

 サ マ セ ッ ト伯 夫 人 が ク レオ ラ を伴 な って 入 っ て くる 。

 「オ ー ヴ ァベ リー を こん な 目 に あ わ せ た こ とへ の 償 い を しな けれ ば(IgO

t'atone my Overbury's wrongs)。 で も ，夫 の こ と は ど う した ら い い か し ら。

あ あ ， 分 か らな い」 と フ ラ ンセ ス は 取 り乱 して い る 。

「お 会 い に な る の で ご ざ い ます か 」 ク レオ ラが 尋 ね る 。

 「会 わ な け れ ば な り ま せ ん ， ど う し て も。 わ た し の し た こ と の 償 い を し

な け れ ば」(My soul will have it so  血e wrones， I meant him，1Require

atonement...)a

 フ ラ ンセ ス は オ ー ヴ ァ ベ リー を 求 め て ， 暗 闇 の な か で 彼 の 名 前 を 呼 ぶ 。

が ， そ れ に答 え た の は オ ー ヴ ァベ リ-で は な く ， 彼 の振 りを した サ マ セ ッ

トだ っ た 。 「こん な ひ ど い仕 打 ち を され なが ら， 妻 に甘 く， そ れ が見 抜 け な

か っ た とは 」(Or tear out my fond heart，1That⊆ Ω一 ，

and not discern it!)妻 の 本 心 を知 って ， サ マ セ ッ トは 呆 然 とす る 。

 一 方 ， ノー サ ン プ トン は ， オ ー ヴ ァベ リー の毒 殺 が 遅 れ て い る こ と に苛

立 ち ， 自 ら暗 殺 を企 て る。 刀 を抜 き 放 って ， オ ー ヴ ァベ リー を 倒 そ う と切

りか か る が ，相 手 は オ ー ヴ ァベ リー で は な くサ マ セ ッ トだ っ た 。 ノー サ ン

プ トンは 積 み 重 ね た 悪 事 の 数 々 を暴 か れ ， あ た ふ た と逃 げ去 る 。

 次 に ， フ ラ ンセ ス が や っ て 来 て ， サ マ セ ッ トは 彼 女 と 向 か い 合 う 。 「わ

た し の 怒 り は ， 傷 つ け られ た 愛 ， 友 情 な ど ， す べ て に 及 ぶ 」(My fury

wou'd reach all  wrong'd love and friendshiv，)「 お 前 が わ た し に どん な

苦 しみ を 与 え た か ， 考 え て み ろ」(Think what I suffer!Think how thou

hast wrong'd me!)。 彼 が 刺 し殺 そ う とす る と， フ ラ ンセ ス は あわ て て 命 を

乞 う。 「お 前 の 美 貌 とお 前 へ の愛 に免 じて ， 助 け て や る 」 と ， 彼 は そ の こ

と ば を 聞 き入 れ る 。
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(2)

 以上が4幕 であるが，歴史の現実においても，悲劇は最終的な局面に向

かう。 フランセスは，ターナー夫人の助けを得て，オーヴァベリーを葬 り

去 るための姦計を巡 らす。彼が逮捕された時のロンドン塔 の長官代理は，

1幕 で言及されているサー ・ウィリアム ・ウェイ ド(Sir William Wade，

1546-1623)と いう勳爵士で，1605年 以降， この職務に就 いていた。ハ ワ

ー ド家は彼が，賄賂で動かされるよ うな人物ではないことを知 り，エルウ

ェズをロン ドン塔の長官代理 に就任させ るために画策 した。その結果 ，

1613年5月6日 以後 ，ウェイ ドに代わって，エル ウェズがその任務 に携

わることになったが，彼 は仲介の謝礼として，同家に2千 ポン ドを支払っ

たという。この更迭は，オーヴァベリーが収監されてからわずか15日 後

のことだった。

 次いで，ハワー ド家はオーヴァベ リーを直接的に監視 している看守を交

替させる必要があった。ケアリ(Cary)と いう者が職務を解かれ，フラン

セスの斡旋で，リチャー ド・ウェス トン(Richard Weston， d.1615)と い

うターナー夫人の使用人がその後を襲 うことになった。フランセスは この

男が，金ずくで何でもやってのけることを知っていた。

 ウェス トンがこの職に就いてか ら2日 足 らずの5月19日 ，ターナー夫

人は，縦5セ ンチほどの薬びんをウェス トンの息子ウィリアムを使 って父

親に届けさせた。ウェス トンはやや黄色っぽい緑色のこの液体をスープに

混ぜて，オーヴァベ リーに与えた。 この時か ら3カ 月余 り，ウェス トンは

タル ト，ゼ リー，治療薬など，手に入るほとんどすべてのものにこれを混

ぜて囚人に与えた。その結果，オーヴァベリーは頑丈な体格の持ち主だっ

たが，急速 に健康を損 うことになったのである。

 ところで4幕 において も，ミ ドル トンの劇 との関係で，若干の類似が見

られる。後者には，従僕 シー リオに扮 したセバスチャンがフェルナン ドの

屋敷にイザベラを誘導 し，夫アン トニオと娼婦の逢引きの場に立ち合わせ



リ チ ャ ー ド ・サ ヴ ェ ジr悲 劇 サ ー ・ トマ ス ・オ ー ヴ ァベ リー 」  53

る所がある。サヴェジの劇作品では，イザベラがサマセッ トに，オーヴ ァ

ベリーへのフランセスの邪 まな思いを告げて，二人の密会を見届けさせよ

うとする。また，サマセ ットがフランセスの願いを聞き入れるように，ミ

ドル トンの作品で，アントニオが妻イザベラの私通について聞かされ，不

名誉なうわさが広がるのを恐れて，口封 じのためフランシスカを刺 し殺そ

うとするが，彼女の嘆願 を聞き入れて助命にいたる(Iv；iii，57-99)。 さら

に，アン トニオがイザベラと間違えて，フロリダを刺すが(IV， iii，40-41)，

サヴェジの悲劇では，ノーサ ンプ トン伯が刀を抜いて，オー ヴァベリー と

間違えてサマセッ トに切 りかかるのである。

V

(1)

 5幕1場 では，サマセ ットがひとりで自分の過誤を悔やんでいる。「全人

類のなかで唯一の友人に， とんでもないひどいことをして しまった」(Of

mankind， I had but one true friend， and him， alone，/Of all mankind， have

wry'd)と 彼は自分 を責める。

 イザベラがやって来て，彼を慰め，オーヴァベ リーにいままでのすべて

を包み隠さず話すよ うに勧める。そ して国王から特赦を得るために，す ぐ

に宮廷に出向くことを提案 し，サマセットも同意する。

 サマセッ トは妻を見かけるが， どんな毒手を伸ばそうとするかもしれな

いので，彼女を避ける。二人が退場 したあと，フランセスとノーサンプ ト

ンが登場す る。

 フランセスは 「復讐，後悔，愛」に魂が引き裂かれる思いだが，ノーサ

ンプ トンに焚きつけられて，オーヴァベ リー毒殺の決意を新たにし，「全

世界は，わたしの火葬の焚き木とともに燃えるがよい」と言い放つ。

 エルウェズが登場。彼はオーヴァベリーが，フランセスによって送 られ

た毒入 り葡萄酒 を飲んだ，と報告する。フランセスは自分の犯 した罪に恐
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れ 慄 き ， 狂 気 の 発 作 に見 舞 わ れ て 走 り去 る 。 ノー サ ンプ トン， エ ル ウ ェ ズ

は 退 場 。

 オ ー ヴ ァベ リ ー が 登 場 し ， 「も は や 死 の み が ， 獄 舎 か ら 自分 を 解 き 放 っ

て くれ る の だ ろ うか 」 とつ ぶ や く。 そ こヘ サ マ セ ッ トが や っ て 来 て ， 「わ

た しは 呪 うべ き 妖 婦 の 声 にた ぶ らか され て いた 」(1，bewitch'd by the curst

siren's voice，)「 き み と の友 情 を台 無 し に し ， き み を 破 滅 さ せ て し ま っ た 」

(Ihave wrong'd thy friendship， and undone thee!)「 あ の美 し い魔 女 が わ た

しの 魂 に罠 を 仕 掛 け た の だ 」(Oh!That fair devil has ensnar'd my soul)と

弁 解 す る。

 「そ の こ と を 国 王 に 告 げ て ， 汚 名 を そ そ い で くれ 」 と オ ー ヴ ァベ リー は

訴 え る 。

 しか し， サ マ セ ッ トは な お も彼 の 許 し を 求 め る 。 「き み に 加 え た 害 悪 ゆ

え に 血 を 流 して い る わ た しの 心 臓 を ， こ の 剣 で 刺 し 貫 い て くれ 。」(Strike

through my heart， that bleeds to've done you wrong.)

 「き み 以 外 の ほ か の 者 に よ っ て 嵌 め られ た の な ら ， こ の 不 幸 を 男 ら し く

耐 え て み せ る の だ が 。 わ た し 自 身 と い っ て も い い 友 人 の き み か ら ， この よ

う な 予 期 せ ぬ 危 害 を こ う む る と は 。 魂 は 震 え 戦 い て い る(But from thy

hand!my friend!my very self!一 ノSuch unexpected wrongs have shook

my soul!)。 だ が ， き み の こ と は ， す べ て 許 そ う。」 こ の こ と ば と共 に ， オ

ー ヴ ァベ リー とサ マ セ ッ トは 和 解 す る 。

 イザベラが登場。国王の特赦により，オーヴァベ リーが 自由の身になる

ことが決まったという。これを聞いたオーヴ ァベリーは感泣 し，一瞬，心

が天上の光輝に浴するような至福を味わ う。だが，すでに重い疲労が彼を

捕えていた。

 「あまりの喜びのために，心は疲れて沈んでいく」 と彼は苦しげにいう。

そ して 「すべての喜びは，逃げ去っていく。わた しは毒を盛 られた」 と叫

ぶ。
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っいにオーヴァベ リーは息絶え，イザベラは気絶する。

警吏がやって来て，サマセ ットを引き立てていき，劇は幕 となる。

(2)

 歴史の記録によれば，オーヴァベ リーの人生は，希望にみちた青春期の

只 中において，とつぜん悲惨な境遇のどん底に突 き落 とされてしまった。

彼は友人サマセ ットに裏切 られ，宿敵ハ ワー ド家の過酷な攻撃にさらされ

て，多くの人々を死 に追いやったロン ドン塔に，あたかも冗談のように送

り込まれたが，それは復讐心に燃えた一人の女性一 フランセスが情 け容

赦なく自分の悪意を貫 こうとしたからだ，と考えられている。オーヴァベ

リーは牢獄のなかで，信頼できる知人，聖職者，医師たちか ら隔離 され，

話 し相手になるのは自分の命を狙っている看守たちだけだった。

 劇中，イザベラが国王の特赦を求めるところがあるが，現実にそれに近

い役目を担 ったのはオーヴァベ リーの父親だった。彼は息子 と話す ことも

会 うこともできなかったので，国王に支援を求めたところ，寛大な処置を

取るとの回答を得たが，サマセ ット伯がその実行 を妨げたようである。オ

ーヴァベリー親子は，サマセッ トを唯一の頼み綱 と思い込んでいたが，サ

マセッ トはオーヴァベ リーの健康状態が少 しで も良くなるような処置 を取

るどころか，彼を太陽の光がほとんど射さないような暗く陰鬱な場所に移

すように仕組んだらしい。

 フランセスは，毒薬が致命的な効果 を示さないので業を煮や していた。

彼女はウェス トンが命令に背いて，くす りを捨てているのではないか，と

疑い始めていた。そこで新たに雇われたのが，取引き所の裏通 りに住んで

いた薬剤師ジェームズ ・フランクリン(James Franklin， d.1615)だ った。

フランセスはこの男 とウェス トンに仕事を早めるように指図したが，それ

でもオーヴァベ リーは生き長 らえていた。この頃，国王の侍医 ド ・メイア

ー ン(Sir Theodore Turquet de Mayerne ，1573-1655)が ，看護の付き添い
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として，ロンドン塔近 くのライム街に住んでいた薬剤師ポール ・ド・ロベ

ル(Paul de Lobell)を 推薦 した。オーヴァベ リーを最後に死に追いやっ

たのは， ド・ロベルの徒弟ウィリアム ・リーヴである。 この若者が20ポ

ンドの賄賂をもらって，1613年9月14日 ，オーヴァベリーに浣腸を施 し

た。翌 日，水曜日の朝，5時 頃，すでに衰弱の極にあったオーヴ ァベ リー

はついに息を引き取 り，同 日，午後3時 か ら4時 の間に，敷地内の聖堂内

陣に葬 られた。

 従って，サヴェジの劇に見 られるオーヴ ァベリーに対するフランセスの

執心や良心の呵責など全 くの作 り話であ り，サマセ ットの告 白やオーヴァ

ベリーとの和解なども作者の空想の所産である。

 ミドル トンの作品との関連では，幾つかの並行と相違が見 られる。サヴ

ェジの作品で，悔悟したサマセ ットが妻 フランセスの姿 を見て彼女 を避け

るのは，彼女がどんな奸策 を考えているか分からないか らである。 ミドル

トンの 『魔女』でも，アントニオは妻イザベラを避けようとする(`Iwill

not look upon her；1'11 pass by，/And make as though I see her not.'II， i，

107-8)の であり，両作品で，夫婦間の関係が円滑でないことを示 してい

る。

 さらに双方に共通しているのは，毒入 りの葡萄酒がプロットの終結部に

用 いられていることである。サヴェジでは，主人公がこれを飲む ことによ

って，劇は大団円を迎える。

 一方， ミドル トンでは，アン トニオは毒入 りだと思 って飲むが(V，i，

47ff.)，従僕の機転によ り，毒は捨て られていて， この場面は悲劇的なク

ライマックスをはぐらかす効果を持つ。

 また，二つの作品で，罪 を自覚 している者が，ひ と思いに自分を刀で刺

し殺すよ うに懇願する場面があり，幾分，両者の類似を示 している。サマ

セ ットはオーヴ ァベ リーに，「この剣で，心臓 を刺 し貫 いて くれ」という

が，後者は 「剣を卑しく使 うわけにはいかない」と相手を蔑む。ミ ドル ト

ンの作品でも，大公妃が市長 に剣で突かれて死ぬ ことを願 うが，市長 は
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「姦婦の血で，輝 く刀の汚れになることをするわけにはいかない」 と軽侮

のことばを返す(V，111，98-100)。

 ミドル トンの作品では，中心人物の一人アントニオがセバスチャンを捜

して，フェルナ ンドの屋敷に乱入し，自ら誤って底深い地下牢に落ちて死

んで しまい，フロリダはその訃報 を聞いて失神する。サヴェジの劇では，

主人公が ロン ドン塔で息 を引き取 り，その直後，イザベラは気を失う。共

に牢獄における主要人物の死と，そのあとの情婦もしくは恋人の意識喪失

という出来事で劇のクライマ ックスに到るのである。

結 語

 ミドル トンのr魔 女』 とサヴェジの 『悲劇サー ・トマス ・オーヴァベ リ

ー』は，エセ ックス伯夫人フランセスの離婚，ロチェスター子爵 ロバー

ト・カー と彼女の結婚，オーヴァベリーの毒殺 という一続きの事件 に取材

して いる。すでに見てきた通 り，両作品で`wrong'と いう語，もしくは

`wrong'に 基づ く種々の形態の ことばや語句が多用されているが， ミドル

トンでは，何が正しく，何が間違 っているのかという基準そのものの存在

が疑わ しく， 「正義」(justice)の 相対化された世界が悲喜劇 として提示さ

れている。これに対して，サヴェジでは 「正義」の担い手が存在するにも

かかわらず，正義 を阻害する勢力のために`justice'の推進者が敗滅すると

いう悲劇になっている。 どち らの作品でも，架空の人物として，イザベラ

という名前の女主人公が登場する。劇の展開過程では，部分的に似通った

出来事が幾つか扱われている。 これらのことから，サヴェジがミ ドル トン

の作品を参照 し，影響を受けていることは間違いない， と考え られる。

 ミ ドル トンの 『魔女』は，サマセ ット伯をモデル とす るセバスチャンが，

友人のフェルナン ドに話 をするところから始まる。オーヴァベ リーを思わ

せる人物は登場 しないが，サマセッ トの親友が彼であったという理 由で，

フェルナンドにオーヴァベ リーがかすか に投影 されているところがあるの
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かもしれない。彼 らが話題 とするのは，エセックス伯をモデル とするアン

トニオとフランセスを反映するイザベラの結婚である。

 他方，サヴェジの悲劇は，ノーサ ンプ トン伯とその配下にあるエルウェ

ズ との会話で始まり，彼 らは同伯の姪フランセスが，エセックス伯 と離婚

し，サマセット伯 と再婚 したことについて話す。ミドル トンは，その後の

出来事一 すなわち毒殺事件 についても暗に言及し，劇のなかに取 り入れ

ているところがあるが，プロッ トは主にアン トニオ(エ セックス伯)と イ

ザベラ(フ ランセス)の 結婚か らセバスチャン(サ マセッ ト伯)と イザベ

ラ(フ ランセス)の 結婚へと到る過程で構成されている。サヴェジの方は，

ミ ドル トンが終わったところか ら出発 してお り，フランセスの再婚後，オ

ーヴァベ リーの毒殺へと到る過程を扱ってお り，ミドル トンの作品の後 日

譚である，と言 っても差 し支えないであろう。

 ミドル トンでは，場所がイタ リアの都市 ラヴェンナに設定されてお り，

作中人物が実名で登場することはない。サヴェジの作品に見 られない魔女

たちの場面は喜劇的であるが，猥褻なイメ-ジ や肉体的な快楽 を求める直

接的な表現を含んでいる。全体に辛辣な社会風刺の意図が強 く，観客や読

者が感情移入できる人物はいない。イザベラに対するセバスチャンの情熱

は真摯であるが，彼は彼女が 「性的な欲求不満のために怒 りっぽ くなって

いる」(III， ii，48-49)な どと奇妙な言い方をしてお り，女性を美化 し崇め

る恋の奴としての心的態度からは程遠い生理的な観察を言語化 した話法が

窺われる。

 一方，サヴェジの作品では，場所はロンドンであ り，実際に存在 した人

物と想像上の人物が混在 している。フランセスやターナー夫人が信奉 した

オカル ト魔術に関連する出来事 は割愛されてお り，魔法師は登場しない。

劇のプロッ トは，歴史的な事件に基づいているが，作者は想像力を駆使し

て史実 を改変 し再構成している。そのため作者 と同時代の批評家サミュエ

ル ・ジョンソンは，作品におけるこの虚構性 について苦言 を呈 している。

「現代か らあまり隔た りのない素材であり，その構想を完成させるために
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虚構 を必要とするのは受け入れ難 いことだ。というのも，生来，真実 を愛

する精神は，自分の確信する真実に背反する内容に対 して，常に腹立たし

く思うものであ り，その事実が 自分たちの時代にきわめて近い場合はなお

さらである。」(p.21)

 批評家 トレーシーによれば， この劇における性格描写が不充分で あり，

作中人物は 「糸で操 られた人形のように，プロッ トの状況に応 じて，機械

的に反応する。オーヴァベリー とサマセ ットは，共に歴史が伝えている以

上に好意的に描かれているが， どちらも性格的な厚みがなく，人間 として

の強烈な苦悩を感受する力もない。その結果，彼 らが 自業自得で敗歿 して

も，読者は憐れみを感 じることなく，ようやく舞台か ら彼 らが取 り除かれ

た ことで，むしろ安堵を感じる。せいぜい，彼 らは， 自分たちの陰謀 とい

う機構のなかに救い難 く捕らえられた，興味をそそる政治家でしかないの

である。」(pp.50-51)

 人物描写が平板であり，登場人物がプロッ トの犠牲になっているという

のは， この劇に当てはまる評価であろう。しかし，荘重な響き，大げさな

表現 ・身振 りな どは見 られないかもしれないが，登場人物の心の葛藤 には

説得力があり，悲劇的な昂揚を感 じさせる場面も少な くない。友情 と恋愛

を主題とするこの作品は，観客の興奮や共感や涙を誘 うように事件の起伏

を伴なって展開する。サマセ ットはフランセス との結婚 を選ぶことによっ

て，親友オーヴァベリーとの関係に苦 しむ。作者はノーサンプ トン伯を悪

役 に仕立て，フランセスを破滅させることで，サマセ ットとオーヴァベ リ

ーの友情を回復に導 く。 これと併行 して，孤児イザベ ラとオーヴァベリー

の清 らかな恋が進展するが，悪役たちに妨げ られ，悲劇的な結末に到る。

登場人物の担う善 と悪の役割分担が明確で，作品は感傷的な印象を免れな

いが，観客はオーヴァベリーやイザベラに感情的に同化 し，真実の友情や

恋愛の機微に触れることができるのである。
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附 録

『悲劇サ ー ・トマス ・オー ヴァベ リー』におけるイメジ ャリ

 この 劇 作 品 に お け る イ メ ジ ャ リに つ い て 付 言 す る と ， 毒 ， 火 ， 光 な どの

イ メ ジ ャ リが 顕 著 で あ る 。1幕 で ， オ ー ヴ ァベ リー は フ ラ ンセ ス を 「毒 蛇 」

(poisonous adder)に た と え て い る 。 これ に対 して ， サ マ セ ッ トは 「美 徳

の 翼 に 毒 を撒 き 散 らす 」 の は 「嫉 妬 」 だ と言 い 返 す(Envy...1spreads

its poison on the wings of virtue；)。2幕 で は ， ノー サ ン プ トン伯 が 「薬 草

の 毒 」(`poison can be drawn from baneful plants，'p.135)に 言 及 して ， オ

ー ヴ ァ ベ リー に対 す る 呪 い の こ と ば を 吐 く 。5幕 で ， オ ー ヴ ァ ベ リー の 死

を 招 い た の は ， フ ラ ンセ ス が 彼 に 送 った 「毒 入 りの ワ イ ン」 で あ る こ と を

エ ル ウ ェズ が 告 げ る(`So deadly is the poison he has swallow'd， ノThere's

not a nerve but has receiv'd its death：'p.174)つ ま り， 比 喩 的 な意 味 だ け

で な く， 実 際 に毒 を 撒 き散 ら し ， 美 徳 を 損 な う の は フ ラ ンセ ス の方 な の で

あ る 。

 次 に ， 火 の イ メ ジ ャ リ に 関 し て は ， 恋 の 情 熱 の 火(`awinding train

takes fire，'p.154)， 復 讐 と怒 りの炎(`his fi'ry spirit，'p.147)， そ して フ

ラ ンセ ス の 「火 葬 の 焚 き 木 」(`funeral pile')と 共 に 世 界 を 焼 き 尽 くす 火

(p.174)な どが あ る 。 また ， オ ー ヴ ァ ベ リー は ， 死 に 臨 ん で ， 肉体 的 な 苦

痛 を 「火 炎 」(`Flames，'p.181)に た と え て い る 。 さ らに ， 彼 は 眩 暈 の た

め に 「星 々が 流 れ る火 を 放 つ 」(`the stars spout streaming fire!'p.182)の

を 見 る。

 最 後 に 光 の イ メ ジ ャ リ で は ， 劇 の 冒 頭 で ， ノ ー サ ン プ ト ン は 「光 」

(`light')に 浴 す る 喜 び を 語 り， サ マ セ ッ トと フ ラ ン セ ス の 結 婚 を 「新 し く

昇 っ た 太 陽 」(`The new risen sun，'p.119)と 言 い 表 わ す 。 だ が ， 夜 明 け の

太 陽 は 彼 らの 罪 を恥 じ る か の よ うで あ り(`the blushing dawn，'p.122)， や

が て 暗 雲 に 覆 わ れ る よ う に な る 。 フ ラ ンセ ス は オ ー ヴ ァベ リー が 「暗 黒 の
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企 み 」(`black designs，'p.141)を 抱 い て い る か の よ う に 中 傷 す るが ， 実

は 自分 た ち を 取 り巻 く世 界 か ら光 明 を 奪 うの は ， 彼 女 と ノー サ ン プ トン の

陰 謀 で あ る 。 そ の た め 彼 ら の 属 性 に つ い て ， 「輝 く太 陽 の 光 を 妨 げ て 辺 り

を暗 くす る 烏 」(`ravens， pois'd before the glorious sun，!Spread a black

cloud， and darken all beneath.'p.160)， と い う比 喩 が 用 い られ て い る 。 こ

れ ら と対 照 を成 す の は ，フ ラ ンセ ス を諭 す オ ー ヴ ァベ リー の こ と ば で あ り，

そ れ は 「太 陽 の光 」(`the sun's powerful rays，'p.154)に 擬 さ れ て い る 。

就 中 ， 特 筆 す べ き は ， イ ザ ベ ラ が 「天 上 的 な 輝 き 」(`heav'nly brightness，'

P.179)の 持 ち 主 と して 表 現 さ れ て い る こ と で あ ろ う。



Synopsis

Sir Thomas Overbury, A Tragedy by Richard Savage: 

      In the Context of Historical Events 

         and Middleton's The Witch

Katsuya Hiromoto

   Like Thomas Middleton's The Witch (written ?1615-16), Sir Thomas 

Overbury, A Tragedy (performed 1723) by Richard Savage presents us with 

a drama about the crime leading to the death of the title character, a courtier 

during the reign of King James I. Although the Savage expert Clarence 

Tracy does not refer to The Witch, we can surmise that Savage read it and 

was not a little influenced by it. Based upon this assumption, I will attempt 

to analyse Savage's work in the context of its historical background and 

Middleton's play. 

   The topic of black magic, which was practiced in the Stuart Age and 

formed the backdrop to The Witch, is avoided completely in Sir Thomas 

Overbury. Savage created seven main characters, two of whom - Isabella 

and Cleora - are not based on people who actually existed. 

   Act I features several diversions from the facts of the incident as 

presented in historical records. In the play, Frances becomes angry because 

Overbury rejects her advance. In reality, however, she cherished a lasting 

dislike of him as a result of his attempts to dissuade the Earl of Somerset, his 

patron and friend, from marrying her. 

   Both Middleton and Savage make use of the Biblical teaching on
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marriage: `What therefore God has joined together, let not man put asunder.' 

(Matthew, 19: 6). In The Witch, Hecate says, `We cannot disjoin wedlocks; 
'Tis of heaven's fasting.' (I, ii, 170-71) when Sebastian asks her to sever the 

relationship between Isabella and Antonio. However, the Earl of 

Northampton applies the words in a more self-righteous manner to the 

situation of Somerset, who has married Frances and does not want Overbury 

to disrupt his new life. In fact, we could well say that Somerset's downfall is 

inevitable once he marries Frances, a woman who `is put away from her 

husband.' (Luke, 16: 18) 

   In Act II, Cleora functions as something of a right-hand woman for 

Frances, reminiscent of Mrs Turner, whose assistance Frances required in 

plotting against the Earl of Essex and Overbury. In it, however, Cleora is a 

sympathetic character who helps Isabella to overcome various difficulties. 

   Both Francisca in The Witch and Frances in Savage's play invent lies in 

order to cause harm to such virtuous characters as Isabella and Overbury, 

and to present their own ignominious acts in the best possible light. 

   In Act III, Overbury is arrested and is told that he will be conveyed to 

the Tower of London on the charge of insulting the King by rejecting an 

appointment to the position of Ambassador to Russia - an appointment that 

had been engineered by Northampton, who was anxious to remove him from 

the country. According to historical documents, the position may actually 

have been Ambassador to France, but it is certainly true that he was jailed 

for disobeying the King's orders. 

   The events depicted in Act IV are entirely the product of Savage's 

imagination. Frances desires the release of Overbury and, accompanied by 

Cleora, visits him in the Tower with the intention of doing her utmost to 

seduce him. Somerset, her husband, discovers her in the Tower and the truth 

emerges that the whole debacle was of her own devising. Mistaking him for
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Overbury, Northampton draws his sword upon Somerset and makes an 

abortive attempt to kill him. 

   The greater part of Act V, which is also not based on actual events, 

depicts Somerset's repentance for his part in Overbury's suffering and his 

reconciliation with him. In the final moments of the play, Isabella informs 

Overbury of the special pardon granted him by the King, but he meets his 

death after drinking the poisoned wine sent to him by Frances. 

   Middleton's The Witch commences with the marriage of Antonio, a 

character based on the Earl of Essex, and Isabella, who is partly modeled on 

Frances. It ends with the wedding of Sebastian, reminiscent of Somerset, 

and Isabella. On the other hand, Savage's play begins with the marriage of 

Somerset and Frances just after her divorce from the Earl of Essex. It 

depicts Overbury's imprisonment subsequent to his quarrel with Somerset, 

culminating in his murder in the final scene. It is evident that Savage has 

provided us with a sequel to the story Middleton dramatized about a crime of 

the Jacobean era previously. 

   It is most noteworthy that both playwrights have contrived frequently to 

put the word `wrong' or its variant forms in the mouths of the characters. 

Moreover, in both works the name 'Isabella' is used, the character playing 

an important role as a heroine in both. In addition, we can detect a number 

of scenes where Savage echoes Middleton, who employs artistic license for 

effect in changing the historical facts drastically. 

   The difference between the two plays is that Middleton presents us with 

a satirical picture of the society of his age in which there are no characters 

we can identify with, whereas Savage creates an emotional drama of love 

and friendship in which we sympathize with such sympathetic characters as 

Overbury and Isabella.

it Thomas Overburv. A hard


